
参加無料・お申し込み制

小田急線／東京メトロ千代田線「代々木上原駅」より徒歩12分
小田急線「東北沢駅」より徒歩8分
京王井の頭線「駒場東大前駅」西口より徒歩10分
京王井の頭線「池ノ上駅」より徒歩10分 

お申し込みはこちらから (Peatix)
https://fdl-rcast-20260530.peatix.com

〒153-8904 東京都目黒区駒場4丁目6番1号
（駒場Ⅱキャンパス 先端科学技術研究センター3号館南棟1階）

※ 駒場キャンパスには「Ⅰ」と「Ⅱ」がございますが、本会場は駒場Ⅱキャンパス内にございます。
　 お間違いのないようご注意ください。

ENEOSホール  ACCESS

2026.5.30

(S
at.)

13:00–16:40
（12:30開場）

Hideki Yoshimoto

吉本英樹
東京大学先端科学技術研究センター特任准教授

Introduction

「なぜ今、工芸を問い直すのか」

Hideki Yoshimoto

吉本英樹
東京大学先端科学技術研究センター特任准教授

Hideki Yoshimoto

吉本英樹
東京大学先端科学技術研究センター特任准教授

13:00–13:10

Session 01

「文脈と内在のあいだに立ち上がる応答」

Yuji Akimoto

秋元雄史
美術評論家 / キュレーター

Naoto Fukasawa

深澤直人
プロダクトデザイナー

Danielle Demetriou

ダニエル・デメトリオウ
ジャーナリスト

13:10–14:20

Session 02

「継承と変容のダイナミズム」

Genbei Yamaguchi

山口源兵衛
誉田屋源兵衛十代目当主

14:30–15:10

登
壇
者

登
壇
者

登
壇
者

モ
デ
レ
ー
タ
ー

Maria Cristina Didero

マリア・クリスティーナ・ディデロ
デザインキュレーター

Maria Cristina Didero

マリア・クリスティーナ・ディデロ
デザインキュレーター

Session 03

「同時代への多様な応答」

David Caon

デイヴィッド・ケオン
インダストリアルデザイナー

Lanzavecchia + Wai

ランザヴェッキア+ワイ
デザイナー

15:20–16:30

登
壇
者

モ
デ
レ
ー
タ
ー

デ
ィ
ス
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ッ
サ
ン
ト

Concluding Dialogue

「応答の先にあるもの」

16:30–16:40

登
壇
者

Bethan Laura Wood

ベサン・ローラ・ウッド
デザイナー

Eugene Kangawa (EUGENE STUDIO)

寒川裕人 (ユージーン・スタジオ)

美術家

Atang Tshikare

アタン・ツィカレ
デザイナー / アーティスト

Philippe Malouin

フィリップ・マルアン
デザイナー
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主催： 東京大学先端科学技術研究センター先端アートデザイン分野

お問い合わせ： info@aad.rcast.u-tokyo.ac.jp

※ 本シンポジウムは同時通訳にて実施いたします。

※ プログラムの内容および出演者は、予告なく変更となる場合がございます。

本シンポジウムは、日本の工芸をグローバルな

文脈のなかで、「応答」という視点から見つめ直します。

ここでいう応答とは、技術の継承にとどまるものではありません。

風土や社会、環境や技術といった外的条件と向き合いながら、

何を受け入れ、何を守るのかを選び取り続けてきた人の営みを指します。

工芸は、これまでも時代に応答しながら受け継がれてきました。

社会の前提が大きく揺らぐ現代において、工芸は保存される対象ではなく、

同時代に応答する「思考と実践」として

捉え直すことができるのではないでしょうか。

日本と世界を往還する多様な実践者たちの取り組みを通して、

工芸を「動的な知性」として位置づけ、

未来へと開かれた応答のかたちを考えます。
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国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム グローバルな文脈から問い直す

応答としての工芸 シンポジウム参加後に、
アンケートへの
ご回答をお願いします。

1991年よりベネッセアートサイト直島のアートプ
ロジェクトに携わり、アーティスティックディレクタ
ー兼地中美術館館長（2004–2006年）をはじめ
金沢21世紀美術館館長（2007–2017年）、東京
藝術大学大学美術館館長・教授（2015–2021
年）、練馬区立美術館館長（2017–2023年）を歴
任。近年は「GO FOR KOGEI」アーティスティッ
クディレクターとして、工芸と現代アートの新たな
関係性を国内外に提示している。
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( Session 01 )

個性を主張せず、生活者の視点から人の想いを可
視化する静かで力強いデザインに定評がある。日
用品や電子精密機器からモビリティ、家具、建築
まで幅広い領域を手がける。世界で最も影響力の
あるデザイナーの一人。文化庁令和7年度芸術選
奨文部科学大臣賞、German Design Award 
2026 – Personality of the Year、イサム・ノ
グチ賞など受賞多数。多摩美術大学副学長。日本
民藝館館長。
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( Session 01 )

京都を拠点に活動するイギリス人ライター、編集
者、コンサルタント。ロンドンの主要紙を経て
2007年に来日し『The Telegraph』の特派員を
務める。日本のデザイン、建築、クラフトを主なテ
ーマに、『Wallpaper*』『Design Anthology』
『Architectural Review』などに寄稿するほか、
『Phaidon』の書籍にも関わる。ブランドの編集デ
ィレクションやコンサルティングにも関わり、伝統
と革新をつなぐ視点から発信している。
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( Session 01 )

京都室町に288年の歴史を誇る老舗帯匠の当
主。1979年に誉田屋源兵衛十代目を襲名し帯制
作に専念。初源的な素材や技法、文様の意味世
界を探求する。西陣屈指の職人たちと織り上げる
帯は海外からも高い評価を受けている。他ジャン
ルのアーティストとの協働や映画衣裳も手がけ、
2016年には作品10点が英国のV&A博物館に永
久収蔵された。
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( Session 02 )

シドニーを拠点に活動するインダストリアルデザ
イナー。2009年にデザイン事務所を設立し、プ
ロダクト、家具、インテリア、航空機のデザインを
専門とする。受賞歴のあるボーイング787-9や、
カンタス航空のエアバス「プロジェクト・サンライ
ズ」のインテリアデザインを手がける。革新的なア
イデアと工業的なロジックを融合し、環境を最適
化しながら人とその周囲をつなぐデザインを生み
出している。
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( Session 03 )

イタリアとシンガポールを拠点に活動する、フラン
チェスカ・ランザヴェッキアとハン・ワイによるデザ
インスタジオ。2010年に設立し、リサーチ、エン
ジニアリング、ストーリーテリングを融合し、モノと
人の関係性や体験を探求する。ザノッタやエルメ
スなどのブランドと協業し、ミラノデザインウィー
クやデザインマイアミ/バーゼルで作品を発表。レ
ッドドット・デザイン賞受賞。作品は香港の美術館
M+に収蔵されている。

Lanzavecchia + W
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( Session 03 )

ロンドンを拠点に活動するデザイナー。2009年
に自身のスタジオを設立し、素材の調査研究や鮮
やかな色彩を特徴とする作品を手がけ、アーティ
ストレジデンシーや職人との協働を通じて地域性
をデザインに取り入れている。ニルファー・ギャラ
リー、ペリエ・ジュエ、ディオールと協業。作品は
V&A博物館、サンフランシスコ近代美術館、ビク
トリア国立美術館、デザイン・ミュージアム（ロンド
ン）などに収蔵されている。
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( Session 03 )

ロンドンを拠点に活動するイギリス系カナダ人デ
ザイナー。2008年にスタジオを設立し、ソファ、
テーブル、インスタレーションなど多様な作品を
手がける。フロス、イッタラ、SCPなどをクライア
ントに持ち、ニューヨークのSalon 94 Design
やアテネのThe Breederに所属。『Wallpaper*』
誌のデザイナー・オブ・ザ・イヤーを受賞し、デザイ
ン・パレードの審査委員長も務めている。
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( Session 03 )

日本を拠点に活動する美術家。光や存在、歴史を
扱った絵画やインスタレーションで知られる。過
去に東京都現代美術館での個展『ユージーン・ス
タジオ 新しい海』をはじめ、国内外での企画展や
コレクション展、ブランドとの協業など多数。上記
個展は同館最年少で開催され、また同展が国際
的に波及し、アジアのコレクターたちによって単
独の常設美術館が、地域循環を理念としてバリの
世界遺産麓約1haに建設されている。
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( Session 03 )

南アフリカを拠点に活動するアーティスト／デザ
イナー。コンテンポラリー・アートと文化的ルーツ
を融合し、アートとデザインの交差を探求。アフリ
カ南部の伝統を反映し、原始的な素材を用いた実
験的アプローチを展開。ニューヨークのメトロポリ
タン美術館やデザインマイアミ/バーゼルなど、世
界的な展覧会に出展。長男に捧げた『Peo e 
Atang』展（2021）は、地域の伝統と世界的デザ
インのトレンドを深く理解する契機となった。
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( Session 03 )

ミラノを拠点に国際的に活動するインディペンデ
ント・デザインキュレーター、コンサルタント、作
家。『Domus』や『Vogue』などの国際的媒体と
協働し、『Icon Design』エディター・アット・ラー
ジや『Wallpaper*』ミラノ版編集を務めた。ヴィト
ラ、ルイ・ヴィトン、フェンディ、ヴァレクストラなど
のコンサルティングを手がける。2022年にデザイ
ンマイアミのキュラトリアル・ディレクターを務め、
現在も世界各地で展覧会の企画・構成に携わる。
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( Session 03 )

東京とロンドンを拠点に活動するデザイナー／研
究者。2015年にデザインスタジオTangentを設
立。2020年に東京大学・先端科学技術研究セン
ターにて先端アートデザイン分野を共同設立。デ
ザインとエンジニアリングの両視点から多様なプ
ロジェクトをリードし、世界的なラグジュアリーブ
ランドへのコンセプト提供から、テクノロジーを起
点とした新規事業開発、街づくりまで、領域を
横断した活動を展開。近年は、日本文化の
継承と進化にも力を注ぐ。
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( Program Director )

CRAFT AS RESPONSEReframing Craft
in a Global Context


